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 地域で策定された「地域づくり計画」に基づき、地 
域住民の参加によるまちづくりを行う事業を支援する。 
 本事業は未舗装の農道を地域住民の手作り作業によ 
り舗装を行うことで、維持管理の軽減と荷痛み防止に 
よる農地の高度利用を促進し、住民と市がともに手を 
携えて進めるまちづくりを目指す。            

 
市でコンクリート舗装の資材と、路面整形用の重機 

を手配し、地域住民の参加により実施しました。 
 
【農道整備】 

 
 ◇鋳物師屋区 （Ｃｏｎ舗装） 
  延長Ｌ＝100ｍ 参加人員  10 人（地域住民） 

             【目標・ねらい】 
 ◇千本柳区  （Ｃｏｎ舗装） 
  延長Ｌ＝100ｍ  参加人員  15 人（地域住民） 
 
 ◇中区    （Ｃｏｎ舗装） 
  延長Ｌ＝100ｍ 参加人員   15 人（地域住民） 
 
 ◇須坂区   （Ｃｏｎ舗装） 
  延長Ｌ＝100ｍ 参加人員  10 人（地域住民） 
 
 
                               
 地域住民自らが「地域づくり計画」を作成し、住民 
と市が共に課題解消を進めることで、住民参画による 
まちづくりの意識高揚と経費の節減につながりました。 
 
 
 
 

今後も、市と住民との協働によるまちづくりを積極 
的に推進します。 
 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 農道協働整備事業 

事業主体 

（連絡先） 

千曲市 

（千曲市経済部農林課農村整備係 026-273-1111（内線 7205） 

事業区分 （1）地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費 5,485,817 円（うち支援金：2,742,000 円） 

【地域住民が参加し、作業を進めます。】 

※自己評価【 B 】 

①農道の維持管理の軽減 
②農地の高度利用 
③住民参画によるまちづくり 

【理由】 

農道を舗装し維持管理の軽減と荷

痛みを防止することで、農地の高度

利用を促進することは元より、「住

民参加」による住民と行政が共に手

を携えて進めるまちづくりの推進

が図れた。 
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事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 地域のみちづくり支援事業 

事業主体 

（連絡先） 

坂城町 

（0268-82-3111） 

事業区分 ⑴ 地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費 5,471,521 円（うち支援金：2,673,000 円） 

①地域に密着した道路の協働作業

による整備 

②地域協働活動の推進 

③施工技術の継承 

※自己評価【B】 

【理由】 

予定区間の補修・改修を完了 

施工も安全に行われ、地域で利用

する道路を住民自ら整備すること

で地域の連携を深め、協働の意識

を高めるねらいを達成できた。 

【舗装工事風景】 

 【目標・ねらい】 

 地域住民と受益者が自ら施工することで、地域の財産

として愛着と責任を持ち、大切に管理していく気運の醸

成が図られた。                   

 施工に際し、ノウハウを持ったベテランから次の世代

へとその技術が継承されるなど、地域の連携感がより一

層育まれた。                    

                          

 農道・林道については、地域の生活を支える道として

地域から補修・改修の要望が多く、以前から地域住民と

の協働作業により、農林道整備を実施してきた。    

 町では、要望のあった農林道について、事業規模、内

容等から地域との協働作業が可能な箇所について、設計

を行い、これをもとに原材料、所要作業、必要な重機等

を算出、地域へ原材料を支給するとともに、舗装作業等

の施工のサポートを実施した。            

 ●林道太郎山線舗装工事   Ｌ＝100ｍ Ｗ＝3.0ｍ  

 ●林道農山線舗装工事    Ｌ＝100ｍ Ｗ＝3.0ｍ 

 ●農道七曲線舗装工事    Ｌ＝150ｍ Ｗ＝2.4ｍ 

 ●農道垣外線舗装工事    Ｌ＝64ｍ Ｗ＝2.8ｍ 

 今後も地域に必要な農林道の協働による整備を通じて地域協働活動の推進と施工技術の継承

を図るため、積極的に原材料支給等の地域への支援を実施していく。             

 引き続き地域の要望を聞きながら、効果的な支援を図りたい。               
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（長野地域） 
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事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 よろずぶしん事業 

事業主体 

（連絡先） 

小布施町役場建設水道課建設管理係 

（０２６－２１４－９１０６） 

事業区分 （１）地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費      2,263,162 円（うち支援金： 1,097,000 円） 

① 地域づくりへの積極的な参加 

を図り、住民と行政が一体となった

安全で安心な活力ある協働のまち

づくりに寄与する 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

予定していた効果が得られた 

【水路改修事業】 

 【目標・ねらい】 

① 道路補修事業 

砕石を支給し、地域役員さんの出労により敷き均し

を行い、未舗装道路を良好な状態に保つことができ、

農作物の荷傷みも軽減できた。 

 

② 水路改修事業 

U 字溝のグレーチングを支給し、地域役員さんの出

労により設置を行い、水路への転落防止を図るとと

もに、副次的に落ち葉等が水路へ入るのを防ぐこと

ができ、水路を良好な状態に保つことができた。 

 

従来から行われてきました、地域住民による道路や水路

の清掃などに加え、道路・公園・水路等の軽微な補修等

の「よろずぶしん事業」を支援することにより、地域活

動事業の推進・拡大を図る。 

支援内容は、原材料の支給（U 字溝のグレーチング、砕

石等） 

地域の協働事業に対して長野県の支援があるということで、地域でできる事業は地域で行うとい

う自主的な活動が盛んになる。 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容   
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事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 高山村おてんま支援事業 

事業主体 

（連絡先） 

高山村役場建設水道課 

電話：026‐214‐9297  担当：関谷 真司 

事業区分 （１）地域協働の推進に関する事業 

（４）安全・安心な地域づくりに関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 1,349,834 円（うち支援金：899,000 円） 

①住民が主体的に地域づくりを 

行う。 

②住民と行政が一体となった活力

ある協働の村づくりを進める。 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

 地域づくりへの積極的な参加

と、住民と行政が一体となった活

力ある協働の村づくりが推進でき

た。 

 【三郷区おてんま支援事業】 

   【目標・ねらい】 

地域づくりへの積極的な参加促進により、住民と行政が

一体となった活力ある協働の村づくりに寄与できた。 

※平成 30 年度実施団体：11 団体 

従来から地域住民により行われてきた道路や河川清

掃などの「おてんま作業」に加え、道路・河川・水路の

軽微な補修、景観整備事業等の「おてんま作業」を支援

することにより、地域活動事業の拡大を図る。 

 支援内容としては、原材料の支給（道路・水路の補修

材や環境整備のための資材、砕石など）。 

今後、さらに協働の村づくりを推進するため、活動を定着させていきたい。 
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事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 住民主体のみち直し事業 

事業主体 

（連絡先） 
信濃町 
℡026-255-5922 

事業区分 (1)地域協働の推進に関する事業 
(4)安全･安心な地域づくりに関する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費 1,552,851 円（うち支援金：1,000,000 円） 

①良好な生活環境の保全 

②住民協働のまちづくりの推進 

 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

 地域住民がともに汗を流すこと

で、より一層のコミュニケーショ

ンが図られ、地域の“げんき”と

して反映されることができた。 

【 菅 川 区 】 

 【目標・ねらい】 

当該事業の対象となる町道は、農業用としての 

利用率が主なため、農業生産の向上と安全確保が 

図られる。また、業者発注では割高となる工事が 

大幅なコスト削減になる。 

 地元住民が作業することにより、細やかな整備 

ができ、災害時等には現状を把握していることに 

より、復旧に向けての目安ともなる。 

 地元住民がともに汗を流すことで、より一層の 

コミュニケーションが図られ、地域の“げんき” 

として反映されることが期待できる。 

町において原材料（砕石・生コンクリート等）を  

地域に支給し、住民の労力により、町道の維持管理 

を行う。 

  工事か所：町内１４地区の町道等 

  工事内容：未舗装道路の敷砂利整備、未舗装道路の

コンクリート舗装等 

自助・共助の考えにより、住民が主体的に行う地域づくりを進めるため、住民に原材料を支給

し、道路・水路の維持修繕を行い、愛着心と責任を持つことで、地域の財産としての意識を高め、

良好な生活環境を保全することを観点に継続して実施したい。 
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※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 みんなで道こせ事業 

事業主体 

（連絡先） 

上水内郡 小川村 

（総務課村づくり係） 

事業区分 （１）地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ハード 

総事業費 ４，７１７，６５２円（うち支援金：３，０００，０００円） 

 

① 村内５地区で事業実施 

② 参加住民延べ１９５人 

③ 総延長７６９ｍ 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 

高齢化が進んでいる当村において

協働の作業が年々実施困難な状況

であるにもかかわらず、期待以上

の参加人数が得られている。 

【上和地区（日影）での作業】 

 

 【目標・ねらい】 

 

○村内５地区、総延長７６９ｍの道路整備をすることが

できた。 

○住民と行政が共通の目標に向かって取り組むことに

より「協働の村づくり」に向けた意識の向上が図られた。 

○延べ１９５人の住民参加があった。 

住民自らが作業を行い、村が資材提供等の支援を行う協 

働方式により、以下のとおり道路整備を行った。 

№ 地区名 L:延長(m) W:幅員(m) 

1 上和（初引） 105 2.0 

2 上和（舞袋） 163 2.3 

3 上和（日影） 50 2.1 

4 馬曲（犬平） 230 2.5 

5 高府町（高府上町） 221 2.4 

 合 計 769  

 

地区からの要望も多く、住民の参加意欲が高い事業であり、地域づくりへの参加意欲を最大限に 

引き出せるよう、事業を継続して実施する。 

なお、実施個所の選定にあたっては、特定の地区に集中しないようバランスに配慮する。 

 


